
No

所管部 産業・地域振興支援部 関係部

２　政策のめざす方向性

国内外から多くの観光客が訪れ、世界に開かれた都市として港区が持つ魅力を最大限に発信するた
め、戦略的なシティプロモーションを推進します。区内の豊富な観光資源の情報を収集し、デジタ
ルの活用により、観光客の視点に立った多言語かつ双方向の情報発信を行います。観光客のニーズ
に対応した観光案内機能を充実するとともに、多様な主体との連携により、多彩な観光資源を生か
した都市観光を展開します。

令和５年度　港区政策評価シート
１　政策名・所管部門

政策No 13 政策名 港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する

ＳＤＧｓと
の関係

３　成果指標【政策について満足している区民の割合】

指標の推移 目標値
達成度

※

※評価方法
Ａ：中間目標値に到達しており、計画目標を達成できる可能性があ
る。
Ｂ：中間目標値に到達していないが、計画目標を達成できる可能性
がある。
Ｃ：中間目標値に到達せず、かつ、現状値（令和元年度）も下回っ
ているが、計画目標を達成できる可能性がある。
Ｄ：中間目標値に到達しているが、計画目標を達成できる可能性が
ない。
Ｅ：中間目標値を下回っており、計画目標を達成できる可能性がな
い。

現状値 実績 中間目標値

Ａ

これまでの
取組と成果

観光客の受入体制の整備に加え、戦略的なシティプロモーションの推進や多様な主体
との連携によって、港区が持つ魅力や観光資源の情報を効果的に収集・発信したこと
により、令和４年度に実施した「港区基本計画策定に向けた区民意識調査」で令和８
年度に想定していた計画目標値を達成しました。

課題と今後
の方向性 コロナ禍以降の観光客回復に向け、より多くの国内外からの観光客が安全・安心に区

内観光を楽しめるよう、引き続き観光関係事業者や観光ボランティアガイド等と連携
し、観光情報の発信・受入体制の充実を図ります。

※未達成の場合
は原因分析を含
む

計画目標値

令和元年度 令和４年度 令和４年度 令和８年度末

29.4% 40.1% 31.8% 35.3%

４　施策の取組状況【施策評価結果】（詳細は別紙「施策評価シート」）

施策名 成果指標 施策評価

①
国内外に向けた戦略
的なシティプロモー
ションの推進

シティプロモーションツール「とっておきの港区」の協力宿泊施設数

Ｂ
シティプロモーションシンボルマークの利用申請件数

②
観光客の視点に立っ
た効果的な情報発信

観光情報発信の内容に満足している利用者の割合

Ａ

③
安全・安心で快適な
都市観光を満喫でき
る環境づくり

港区観光ボランティアガイドと連携した観光案内者数

Ｂ
区設及び民間との協働による港区観光インフォメーションセンター設置数

⑥

④

⑤
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※評価の目安

５　予算額・決算額・執行率（単位：千円）

流用・補正 336,622 -139,264 -

決算額 608,216 221,105 -

年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

予算額 165,364 368,553 140,999

区民ニーズ等
「第４次港区観光振興ビジョン策定にかかる観光動態基礎調査結果」では、港区観光の
満足度は「満足」が７割を超え、満足できた点は「観光関連施設が多く、きれいであ
る」「交通の便がよい」「都会の雰囲気が満喫できる」等が挙げられています。また、
区民が港区に住んでいることについての誇りや愛着について「ある」が85.9％であり、
非常に高い数値となっています。

・区民意識調査
・区民から寄せられた意見
　など

７　所管課による評価【一次評価】

政策の達成状況
政策に満足している区民の割合は、すでに計画目標値を達成しており、
今後もより高い満足度の達成につなげていきます。

執行率 80.02% 96.43% -

６　政策を取り巻く社会経済情勢等

計画期間中の社会経済
状況等の変化

国内の訪日外国人旅行者数は、令和４年の年間で3,832,110人であったのに対し、令和５
年は１月のみで1,497,472人であり、２月以降も継続的な回復が見込まれます。国内の訪
日外国人旅行消費額は、令和５年１月から３月期で1兆146億円で、韓国・台湾・香港・
アメリカを中心にコロナ禍以前の消費額に戻りつつあります。（令和元年度比-11.9％）

・社会経済状況、人口動向、財
政状況、国や東京都等の動向な
ど

評価※ Ｂ：政策目的をおおむね達成できる。

政策の達成度
・シティプロモーションツール「とっておきの港区」を配置する協力宿
泊施設を積極的に拡充していることは評価できます。
・観光振興施策と産業振興施策との連携が見えにくくなっています。

今後の政策の方向性
・オーバーツーリズムについても所管部門として高い意識を持って状況把握していく必
要があります。
・観光振興と産業振興は密接な関係にあり、相乗効果が図られるよう取組を進める必要
があります。
・港区観光協会との更なる連携により、観光施策の充実に努める必要があります。
・日本人観光客の満足度は７割、外国人観光客の満足度は９割と高い数値となっていま
すが、この結果を更に分析し、より効果的な政策立案につなげることが必要です。

・重点的に取り組むべき施策な
ど

達成状況の要因
新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、区内観光産業も大きな影響を受
けましたが、感染症のリスクに配慮した観光支援事業（キャッシュレス決済を
活用した観光推進事業や宿泊補助事業など）を行ったほか、国内外に向けた戦
略的なシティプロモーションや観光客の視点に立った効果的な情報発信を継続
したことが政策に満足している区民の割合を向上させた要因であると考えま
す。

・施策の有効性が高かった点
・施策の有効性が低かった点
・外部要因の影響を受けた点
  など

課題と今後の方向性

一部、観光客の回復を待たなければ達成できない目標値については、社会状況
等を十分に注視しながら、その都度、最善かつ最適な手段を選択することによ
り施策を進めていく必要があります。
今後は、地元の商店街や地域住民・在勤者と観光客との交流の促進、新型コロ
ナウイルスにより広がった新たな観光の形や観光客の多様なニ―ズへ対応し、
「訪れたくなるまち、憧れの港区」の実現に向けた魅力的な都市観光を推進し
ます。

８　港区行政評価委員会による評価【二次評価】

Ｃ：政策目的を達成するために改善が必要である。 上記以外

政策評価 施策評価
（最も低い施策の評価で判断）

政策の成果指標の達成度

Ａ：政策目的を十分に達成できる。 Ａ
Ｂ：政策目的をおおむね達成できる。 Ｃ以上
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１　成果指標の達成度

ａ：予定どおり中間目標値に到達する見込みである。　ｂ：予定どおりの成果が出ていないが、改善により中間目標値に到達する見込みである。
ｃ：中間目標値に到達する可能性がない。 　　　　 　－：指標値を把握できない。

令和５年度 ｃ

徐々に入国制限が緩和され、外国人
旅行者も回復傾向にあるため、新規
開設ホテルを中心に冊子及び卓上
ポップの配置交渉を行います。

達成度 当該年度の取組と成果 課題と今後の方向性
（未達成の場合は原因分析を含む）

令和３年度 ｂ

従来のツールの冊子配置に加え、新
しい生活様式に合わせてデジタル化
し、二次元コードを掲載した卓上
ポップをホテル・旅館客室に配置す
ることで、ツールのデジタル版の閲
覧を促しました。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う
観光客減少により、宿泊施設の配置数
を伸ばすことができませんでした。今
後は、観光需要回復のタイミングを逃
さず、効果的なシティプロモーション
の推進を図ってまいります。

シティプロモーション
ツール「とっておきの
港区」の協力宿泊施設
数

53施設 44施設 50施設 60施設 75施設 100施設

令和４年度 ｂ

これまで配置交渉をしていないホテ
ル・旅館等を中心に冊子のサンプル
を送付した上で配置交渉を実施しま
した。結果、令和３年度末から６施
設のホテルが追加されました。

新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、冊子を置かない方針が継続されて
おり、新たに設置してくれる施設が少
なく目標値には至りませんでした。二
次元コードを掲載した卓上ポップも合
わせて引き続きホテル等への交渉を実
施してまいります。

目標値

現状値 実績 見込値 中間目標値 計画目標値

担当者名 杉浦 内線 3935

成果指標①

指標の推移

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和５年度 令和８年度末

目標・期待
する成果

国内外に向けた知名度向上と港区のブランドの更なる魅力発信に取り組み、将来にわ
たって訪れたくなるまちの実現をめざします。多くの人々を誘致し、区内の周遊と経
済消費を促すことでまちのにぎわいを創出し、区民のまちへのシビックプライドの醸
成を図ります。

ＳＤＧｓの
ゴールとの
関係

施策担当課 観光政策担当 関係課

施策評価シート

政策No 13 政策名 港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する

施策No 1 施策名 国内外に向けた戦略的なシティプロモーションの推進
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ａ：予定どおり中間目標値に到達する見込みである。　ｂ：予定どおりの成果が出ていないが、改善により中間目標値に到達する見込みである。
ｃ：中間目標値に到達する可能性がない。 　　　　 　－：指標値を把握できない。

２　施策評価

Ａ：中間目標値に到達し、計画目標値の達成可能性がある。

Ｂ：中間目標値に到達しないが、計画目標値の達成可能性がある。

Ｃ：中間目標値に到達せず、かつ、現状値（令和２年度）も下回るが、計画目標値の達成可能性がある。

Ｄ：中間目標値に到達するが、計画目標値の達成可能性がない。

Ｅ：中間目標値を下回り、計画目標値の達成可能性がない。

課題と今後の方向性

・成果指標①については、政府による入国制限の解除等により今後外国
人旅行者が増えてくることを鑑み、積極的にホテル・旅館等に冊子配置
の交渉を進めていきます。
・成果指標②については、中間目標値をすでに達成しているため、更に
利用申請件数が増えるよう周知を進めていきます。

評価 Ｂ：中間目標値に到達しないが、計画目標値の達成可能性がある。

施策の達成状況

・とっておきの港区の協力宿泊施設数については、新型コロナウイルス感染症
の影響により、予定された成果が達成されませんでした。
・シティプロモーションシンボルマークの利用申請件数は、目標に掲げる15件
が達成できました。
・施策の評価は、成果指標②は達成、①は取組次第で計画目標値を達成する可
能性があるためBとしました。

達成状況の要因 ・成果指標①については、新型コロナウイルス感染症による影響が大き
く配置交渉が十分にできず予定された成果が得られていません。
・成果指標②については、港区HPへの掲載やシンボルマークそのものの
認知が広がり成果を得ることができました。

・取組の有効性が高かった点
・取組の有効性が低かった点
・外部要因の影響を受けた点
  など

令和４年度 ａ

港区HPに掲載しているシンボルマーク
の利用申請のページにシンボルマーク
の使用例を入れることで、閲覧者に容
易に申請できることを認識させ、申請
を促すよう工夫しました。その結果、
中間目標値を１年早く達成しました。

今後さらに利用申請を増やすため、
庁内や関係団体等についても利用申
請を促す広報を行う必要がありま
す。

令和５年度 ａ

前年度よりも利用申請件数を増やす
ため、庁内や港区観光協会会員など
へ利用申請促進のための周知を行い
ます。

30件

達成度 当該年度の取組と成果 課題と今後の方向性
（未達成の場合は原因分析を含む）

令和３年度 ａ

申請団体が行う港区と関連した事業の
チラシやHPにシンボルマークを掲載す
ることでシンボルマークの周知・浸透
を促しました。また、電子申請サービ
スを活用することで申請方法の多様化
を図っています。

新型コロナウイルス感染症の拡大によ
り、イベントそのものの開催が少なく
なっているため、利用申請が伸び悩ん
でいると思われます。今後も港区に後
援を依頼する事業等にシンボルマーク
を使用してもらうよう呼びかけます。

令和４年度 令和５年度 令和５年度 令和８年度末

シティプロモーション
シンボルマークの利用
申請件数

11件 12件 15件 20件 15件

成果指標②

指標の推移 目標値

現状値 実績 見込値 中間目標値 計画目標値

令和２年度 令和３年度
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１　成果指標の達成度

ａ：予定どおり中間目標値に到達する見込みである。　ｂ：予定どおりの成果が出ていないが、改善により中間目標値に到達する見込みである。
ｃ：中間目標値に到達する可能性がない。 　　　　 　－：指標値を把握できない。

令和５年度 ａ

引き続き高い満足を維持できるよ
う、積極的にインターネット・ＳＮ
Ｓを活用し、港区観光マップやシ
ティプロモーションツール「とって
おきの港区」の情報発信を行いま
す。

達成度 当該年度の取組と成果 課題と今後の方向性
（未達成の場合は原因分析を含む）

令和３年度 －

港区観光マップやシティプロモー
ションツール「とっておきの港区」
等の冊子のデジタル化を行い、多様
な媒体で広く情報発信をしました。

今後は、令和４年度に観光情報発信
の内容に満足している利用者の割合
を計測し、観光客のニーズを調査し
ます。

観光情報発信の内容に
満足している利用者の
割合

－ － 90.1％ - 80％ 90％

令和４年度 ａ

港区観光動態基礎調査の港区への来
訪者（日本人）に調査を実施した結
果、90.1％が観光情報発信の内容に
満足していると回答しました。

今後も港区の観光情報に満足していた
だけるよう、最新情報を迅速に発信し
てまいります。また、左記の調査で、
港区来訪者が参考にした情報源として
「インターネット」、「ＳＮＳ」の
ニーズが高いため、その点を課題とし
て注力してまいります。

目標値

現状値 実績 見込値 中間目標値 計画目標値

担当者名 小井土 内線 3935

成果指標①

指標の推移

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和５年度 令和８年度末

目標・期待
する成果

国内外に向けて区の魅力を最大限に伝え、多くの観光客を区へ誘致するため、観光客
のニーズに即した効果的な観光情報の発信を推進します。

ＳＤＧｓの
ゴールとの
関係

施策担当課 観光政策担当 関係課

施策評価シート

政策No 13 政策名 港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する

施策No 2 施策名 観光客の視点に立った効果的な情報発信
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ａ：予定どおり中間目標値に到達する見込みである。　ｂ：予定どおりの成果が出ていないが、改善により中間目標値に到達する見込みである。
ｃ：中間目標値に到達する可能性がない。 　　　　 　－：指標値を把握できない。

２　施策評価

Ａ：中間目標値に到達し、計画目標値の達成可能性がある。

Ｂ：中間目標値に到達しないが、計画目標値の達成可能性がある。

Ｃ：中間目標値に到達せず、かつ、現状値（令和２年度）も下回るが、計画目標値の達成可能性がある。

Ｄ：中間目標値に到達するが、計画目標値の達成可能性がない。

Ｅ：中間目標値を下回り、計画目標値の達成可能性がない。

課題と今後の方向性
今後も引き続き高い満足を維持できるよう、積極的にインターネット・
ＳＮＳを活用し、港区観光マップやシティプロモーションツール「とっ
ておきの港区」の情報発信を行います。

評価 Ａ：中間目標値に到達し、計画目標値の達成可能性がある。

施策の達成状況

令和４年度に実施した、第４次港区観光振興ビジョン策定にかかる観光
動態基礎調査「日本人港区来訪者調査」において、港区が提供する観光
情報の内容に対する満足度を調査しました。全体で「大変満足」
（22.3％）、「満足」（40.5％）、「やや満足」（27.3％）を合わせた
『満足』は、90.1％となりました。

達成状況の要因 港区への来訪者（日本人）の多くが区から提供する観光情報の内容に満
足しているという結果は、単なる観光冊子等の発行・配布にとどまら
ず、区が発信している観光情報が広く浸透し、その内容も充実している
という裏付けとなりました。

・取組の有効性が高かった点
・取組の有効性が低かった点
・外部要因の影響を受けた点
  など

令和４年度

令和５年度

達成度 当該年度の取組と成果 課題と今後の方向性
（未達成の場合は原因分析を含む）

令和３年度

令和４年度 令和５年度 令和５年度 令和８年度末

成果指標②

指標の推移 目標値

現状値 実績 見込値 中間目標値 計画目標値

令和２年度 令和３年度
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１　成果指標の達成度

ａ：予定どおり中間目標値に到達する見込みである。　ｂ：予定どおりの成果が出ていないが、改善により中間目標値に到達する見込みである。
ｃ：中間目標値に到達する可能性がない。 　　　　 　－：指標値を把握できない。

令和５年度 ｂ

新型コロナウイルス感染症の制限緩
和に伴い、観光客の回復が見込まれ
ることから、ガイドツアーの制限を
解除します。コロナ禍以前の2,455
人（Ｈ30）、2,326人（Ｈ31・Ｒ1）
並みの実績が期待できます。

達成度 当該年度の取組と成果 課題と今後の方向性
（未達成の場合は原因分析を含む）

令和３年度 ｂ

感染症の状況を考慮しながら、最小
限の人数かつ感染症対策を徹底して
ガイドツアーを実施しました。ま
た、企業と連携し、オンラインでの
案内や駅施設での案内も合わせて行
いました。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴
う観光客減少により、観光案内者数
を伸ばすことができませんでした。
今後は、感染状況を考慮しながらオ
ンライン等も活用し、観光案内を
行っていきます。

港区観光ボランティア
ガイドと連携した観光
案内者数

30人 237人 623人 2,500人 2,500人 4,000人

令和４年度 ｂ

令和３年度と同じ条件下での事業実
施となりましたが、ワクチン接種が
進むなど、国内旅行客が回復傾向に
あったことも影響し、案内者数が増
加しました。

港区観光ボランティアガイドと連携
し、ポストコロナを見据えた公募ツ
アー及び受託ツアーの受入体制を整
備します。

目標値

現状値 実績 見込値 中間目標値 計画目標値

担当者名 小井土 内線 3935

成果指標①

指標の推移

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和５年度 令和８年度末

目標・期待
する成果

観光客が安全・安心に区内観光を楽しめるよう、通信環境や観光案内等の観光インフ
ラを整備するとともに、観光関係事業者や観光ボランティアガイドと連携し、様々な
人に配慮した受入体制の充実を図ります。

ＳＤＧｓの
ゴールとの
関係

施策担当課 観光政策担当 関係課

施策評価シート

政策No 13 政策名 港区ならではの魅力を生かした都市観光を展開する

施策No 3 施策名 安全・安心で快適な都市観光を満喫できる環境づくり
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ａ：予定どおり中間目標値に到達する見込みである。　ｂ：予定どおりの成果が出ていないが、改善により中間目標値に到達する見込みである。
ｃ：中間目標値に到達する可能性がない。 　　　　 　－：指標値を把握できない。

２　施策評価

Ａ：中間目標値に到達し、計画目標値の達成可能性がある。

Ｂ：中間目標値に到達しないが、計画目標値の達成可能性がある。

Ｃ：中間目標値に到達せず、かつ、現状値（令和２年度）も下回るが、計画目標値の達成可能性がある。

Ｄ：中間目標値に到達するが、計画目標値の達成可能性がない。

Ｅ：中間目標値を下回り、計画目標値の達成可能性がない。

課題と今後の方向性
ポストコロナの観光客回復に向け、より多くの国内外からの観光客が安
全・安心に区内観光を楽しめるよう、引き続き観光関係事業者や観光ボ
ランティアガイドと連携し、受入体制の充実を図ります。

評価 Ｂ：中間目標値に到達しないが、計画目標値の達成可能性がある。

施策の達成状況

成果指標②の達成度が「ｃ」であることから、施策評価は「Ｂ」としま
した。
特に①については、感染症等の社会状況に応じ、大きく影響を受けるこ
とから、今後の状況次第では目標値の達成が困難であるといえます。

達成状況の要因
①については新型コロナウイルス感染症、②については東京モノレール
浜松町駅の改修工事など、外的要因が影響しています。

・取組の有効性が高かった点
・取組の有効性が低かった点
・外部要因の影響を受けた点
  など

令和４年度 ａ

令和４年４月１日から札の辻スクエ
ア内に港区観光インフォメーション
センターを新たに開設し、合計６か
所での情報発信を開始しました。

モノレール浜松町駅のインフォメー
ションセンターの有人窓口が、令和５
年度以降、駅舎改修工事の影響により
一時閉鎖（無人化）することに伴い、
より周知効果の高いインフォメーショ
ンセンターの設置に向けた調整を要し
ます。

令和５年度 ｃ
目標値達成に向け、引き続き民間イ
ンフォメーションセンターの拡充を
図ります。

10か所

達成度 当該年度の取組と成果 課題と今後の方向性
（未達成の場合は原因分析を含む）

令和３年度 ａ

令和４年４月１日から札の辻スクエ
ア内に港区観光インフォメーション
センターを新たに開設するための調
整を行いました。

民間インフォメーションセンターの拡
充が難しい点が課題となっています。
ポストコロナを見据え、新たな観光ス
ポットや人流の多い場所での情報発信
を一層充実させるよう調整を図りま
す。

令和４年度 令和５年度 令和５年度 令和８年度末

区設及び民間との協働
による港区観光イン
フォメーションセン
ター設置数

5か所 5か所 6か所 6か所 7か所

成果指標②

指標の推移 目標値

現状値 実績 見込値 中間目標値 計画目標値

令和２年度 令和３年度
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